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三角形 ABCにおいて，∠A = 90◦, AB = 8, BC = 10, CA = 6とする．∠Cの二
等分線とABの交点をDとおく．三角形ABCに内接する円の中心をOとする．Oは

CD上にある．内接円と CAの接点を E，BCとの接点を Fとする．CDと EFの交

点をG，AGを延長し BCと交わる点をHとする．内接円とAHの交点のうち，Aに

近い方から順に P，Qとする．
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(1) ADの長さを求めよ．

(2) 4点 O，E，C，Fが同一円周上にあることを示せ．

(3) 4点 O，P，C，Qが同一円周上にあることを示せ．

(17 青森公立大 3)

【答】

(1) AD = 3

(2) 略
(3) 略

【解答】

(1) CDは ∠Cの二等分線であるから
AD : DB = AC : BC = 6 : 10 = 3 : 5

であり

AD = 3
3 + 5

AB = 3
8

· 8 = 3 ……（答）

である．
(2) E，Fは△ABCの内接円とそれぞれ辺 CA，BCとの接点であるから

∠OEC = 90◦, ∠OFC = 90◦

である．E，Fはどちらも OCを直径とする円周上の点である．
すなわち，4点 O，E，C，Fが同一円周上にある． …… (証明終わり)

(3) (2)の円の弦 OC，EFについて，方べきの定理を用いると

GO ·GC = GE ·GF …… 1⃝
が成り立つ．P，E，Q，Fは内接円上の点であるから，弦 EF，PQについて方べきの定理
を用いると

GE ·GF = GP ·GQ …… 2⃝

が成り立つ． 1⃝, 2⃝より
GO ·GC = GP ·GQ

が成り立ち，方べきの定理の逆により，4点 O，P，C，Qが同一円周上にある．
…… (証明終わり)


